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necessaryforinere?singtheeffect-venessof
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--I0ntheRelationbetweenTemp.erattlreOfIIydrolysisandToxicityofTetraethyl
㌔ -pyrophosphato.TetuoSAITO(Toka享-kinkiAgriculturalExperimelntalSta'tiQn,TeaI)ivi-1

S享op)ReceiyedJune5,1952,Bolyu-Kagahu17,56,1952(､vithEnglis.h･resum660)

ll TEPP 製剤の加水分解の温度と殺虫力との閑伝 輸 賀哲夫 (農林省東批 数段琴試

放窃茶業部)27.6.5 受理 -

1.ヽ 緒 言

近年 DDT,B_HC 等の塩素系有擬合成殺虫軌につ●
いで有機妾削ヒ合物が殺虫剤として使用されるようにな

らた｡有機坊化合物の殺虫剤の一つであるTEPPを.,

才i効成分とする殺虫剛は既に我国に放てヰ農繁用朝剤

として実際に位月Jされ始めた｡ TEPPは昆虫に対し

て非1･;一に呪い殺虫-))を持っているが拓等動物に対して

も叉掛 ､碍性を布しているoLかし有効成分の TEP

P:.ltF.ぴに若干の殺虫･))を有する副成分の HETP は ,.

兆に水に稀釈すれば比較的迎かに加水卵 緒 起してiB:､

性を与t!なうと言われてし.､'a｡比の加水分解の速さを

知る丁ぬ M場に2_O･いて放和した弦効のiil成分の飼風

軸別項淡い38-.びに残効殺虫力等の多くの詔要な問屯を

知る上た緊穿なことである｡ll.Cô ･m s並びに S.

II･t-Iサ'･r･.andMartin Ĵconsoが'は稀釈した TE ■

PPの分解を化学的に測EJ'jiiしたo桝 は上に述べた目

的をもってショウジヨウ,.IllDrosophila㌘elanoga-

SterMF;IG】.;Zqの野生型成虫を用いて殺虫試験を行い

その殺虫力から分解の連荘を推定せんとしてこの小実

験を行った｡′

始めに別懇筏な御指導をたまわつわ加藤部長を始め

Th'JIl技官瀧びに鳥井技官に心かち御乱申し上げると共 -

に冨仰 の労をとられた刑部肪氏にTF･く感謝する次節で

ある｡なお御校閲をかたじけなくした)棚 状学.=棚u教

授並びに河野講師に感謝する次茄でみる.

ⅠⅠ.一束 放 材 料 ●

I(1) 供試薬剤 本実験に位Ff]した TEPP巻き剤は .

T,EPP(Tetraethylpyrophospha,te)を 36;58%

細 和2(唾 3月10EI分析)含有する日本化学羊菜株式会 ~r

政製造の市販品である｡本別の供託昆虫に対する有効

圧決定にあたb/ては11の'a故フラスコを用いて:prI

6･8の蒜滑水によL)正確に 100O,:2000,4000,8000,

16000,並びに 32OOO倍に稀釈して直ちに試畝に供 L -

5臥

た｡加水分解後の有効度決定には同様の蒸濁水を川い

同じ方法で,､lQOO倍に稀釈し15,25並びに 35oCの

3校類の恒温器に究蛭をして休拝し晴男下で,12,24,

48,72.並びに 96時間放置した後に試験に供した｡ -

(2′)･供託昆虫 _

,当嚇付近で採収し軒 ,去ウジヨサバェ D,osoJ･hiLa

mez去nogaslerMRIGrIN-の野生型q)ものを刻 こ述べる

軍法で累代飼育を行い嘩唯の別なく卿 ヒ笹24時rL似 内 ●

の成虫を1回の試験に約30頭宛用いた｡供託昆虫の飼

育は刻Lk.した屈鈴繋 400gを 590ccの水で30分TM-,rrx

排しこれを沼別L'七煎汁に砂糖 40i,韮天 60gを加

えこ柑 こ水を加えて全体を.llI.こして繁夫をよくとか

し,500ccの三角フラスコに 200ic宛分牲し,:約位

を施して投首釜で7ポy ドで20分fhEl設問し,これに1

白金耳の酵母を接性し .25oCで24時間範班させた筏

に乾熱投菌した酔 ド紙と4つ切りにして入れる,次に ∴ヽ
雌堆20対の羽化24時1日杓 の成虫をエーテル麻酔して入

礼,25oC の恒氾裾内で飼育L,_5日間立卯させてか

ら成虫をフラスコ､与りとりulL茨の肘 宅の成虫を羽化
させた｡

III.L＼実験装藩と方法

約1図の如き装置に前記の供託昆卑を入れ下方の,I

ム栓を耽してこれからガ.5'ス製の小型唄封器で 2cc
の薬液を 5.811】S/ihi.のEEカで唄詔し再びコ･ム栓をし

て落下仰原虫数を一定時間毎に数えた｡なお殺虫試験

は 30oC内外の実験室内で行?た.

lV.､実 験 結 果 ~

供託薬剤を前述の紐皮に稀釈後直ちに殺虫試験を行

った結果は約1衣にか げゝた如 くであ̀る｡10OOI'･i:液に

ついて前述の-起条件下に作った後に行った投出拭助

成矧 ま妨2表の如 くである｡･

'V.音義と結論 ~

ABH SS (1)(5)√は昆虫の燕別に対する抵抗性の分布は
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拭爪の対数帖に対して正規分布をしめすとい う舵定の∴

もとに雅兄死亡琴曲税のすぐれた統計的分析法を耽立

した｡その枝もこの陀宅に対して大汎 長沢(6),前野, 一

(7)只沢か (19河野,内m(l!), 内N,布川(ll)I.lf,A.ぴに-T

:粁15)呼の多くの人 に々より故討された｡しかしその

純米は一針fLもこの陀位が,:I;(;にあてはまるとほ削らず

むしろ粥Tiをそのま｣用いた方がよく迎合することも

ある｡そこでこ にゝ行った実際につ＼､てもこの問題に

ついてまず若干の検討を行わねばならない ｡I

第3栄は渋皮と落転琴にらい7:蕗転率を PTohitに一

紙姥を対数.に変換した場合(A) と-

GLASS-PLAT E.

Fig･Ⅰ･Apparatusforinsecticidaltests.

節 17放 ＼
浪匠の変換を行わなt､時(n)とのTW竹三の放任を行っ

た結果である｡設njlするまでもなく氾蛇を対数に射負

した方かよく泊合することがわかる｡

木実的では咋rHlと搭倍率との阿柁班蚊を求めたがこ

の場合にもrj:数をmいるよt)対数変換をした他を用い

た-JJJがよL)よく一致する叫がわかった9それ故音性 に

あたつては叩け11を対数に落積率を Probitに変換して

行うこととする｡

まず柁釈砿後の加水分呼を行つゼいない場合の結果

につい-t述べる｡

節1采の時間を対数に落転率を Probit′に変換しT,

図式すれば節2図の如くになり各稀釈箆について大体

直税的に並び,然も任用した稀釈産の範囲内では稀釈
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Fig･2･ Dilution-knockdownpercent'-cu-
r､･esofD,osoJ,FLZ-tamcloT10gL7SIc,hytetraethyl

もpyrophosphnt占in･･vnrio､lS(lHtZtions.

姥に舛開脚こ大作'rTT的な開陳になる｡これにつt､て

131iss(6)の'7訳した図上分析淡 (graphicalanalysis)

によE)時TTHT-死亡琴曲螺の回帰方程式を凍めれば約4

衣にかかげた如くになる.~末の瞭準偏差からわかる如

Tabler･T･ime(min･)_-knockdownper-centofDrosopFlila牢 anogosterbytetraethyl

pyrophosphateinvariousdilutior)S.

Dilution.-. / 1000.lOOOk21 1000×2℡ 1000×23 1000×24･1000.×25 Contr(ーl

lITime (min.) 5 0..r:) ∴0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 I.0.0.
.10 6.0■ 0-22r)180 ∴00_0･1一 2120 -0.0 0.0 0.∩ .0.0

15+ 13.9 1 0◆ ､､0.0 ′ 0.0 0.0 _一0.0
20 -121.0 4., 0 ∴ 0.0 :0.O 0.0 0.0
30 ′44.0 9 1 0.0■-: :-O.0 -_0;0 0.0■-

､40 5リ.4 2 3: ~0.0_二 .0.0 0.0 0.0 -

. 60 ,83.3 -424. .r:) _'0.0.こ ~~0.0 0..0 ~0.'0

120 100.0 6594-4.000 474 2U.TI､ _/'r1.6_ 0.℃. ■̀0.0

320 .loo.0 100 96:i 87.2 】63.0 21.2● 0こ0
480 :- _100.0 ･:100 -100O- 92.r) 83.9 ･L .42.9 0.1
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Tablも3.Fitnesstestoflinearityofconcentration-knotckdownpercentcur､･esin240
and320minutes,fromtile中teoftablel･
A.Transfo土mcdinlogarithms

しr

芋eSfcassl.On{(qEalix10)n*
Degreeof
freedom が I P

′■Y芦5.164+2.877(X-0.967)

320 ly_-5.480+2.917(X_0.884) 0.042 /

/ *･Y--Knockdownpercentinprobits,
X--Concentrationinlogarithms,.

刀.Untransformedinlogarithms

** Y-Knockdownpercentinprobitg,A
-X--Concentrationinvolumepercentx1000,

.Table4･SummaryL-ofdataforthetoxicityoftetracthylpyrophosphate
toDTOSOPhiZameZanogastel･invariousdilutions.

l

.:● ＼ ● 二 ∴ ● ∴ ●∴ ∴
ト ∵

~ T I-::-Ttこi･R ll言 三 品｢ l

= ･ l ･ - -

∵ ＼--､ 十･ 1･ ;･.:I.∵∴:ナL;､＼ ∴,:､ ::L壬十 ･- ･､∴ L､･･:･･:･･･一･∴･･-

求 Dilutioninvolum互
* * Y--Knoとkdownpercentinprobits,

＼x-Timeinlogarithumts.

t
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くこれらのDr_q和択鶴-!1刑王大体平行的な図線にあること

がいっそう明伽 こなる｡この抑実はすでに大沢,長沢

(Q波びにJT{沢(7)-(131時がしばしば立証した所である｡

これから希和釈虻に放ける投出力を袈現するには夫々

のTr鵡駄上の一点即ち小火洋転時間 (MKT)をmいれ

ばよい がそのmm哩は MKT に附雷己しただ紳認証
t~F ＼

(.iJ等 )
J=よって肝征することがセきよう｡それ

ぞれの稀釈圧の場合について-I攻 落転時間に対する捺

印誤差を見ると何れも極めて小さく,このようにして

淡あた伽 ;紛 軸 喝野 もつと言うことができる｡
さきに本実験に於てほ稀釈皮並びに時間7)対数と落

将卒の Probit●とは夫々大体直根習係の存在すること

をLa明した｡そこで稀釈皮と時7ulの大々の対数変換倍

の間にも市税的関係の存在することは容易に想現しう

ろことである｡そこで'さきに求めた巾欠落転時間並び

に稀釈度を共に対数に変換 した位について両者の相習

を求めれば r-0.986となり極めて高い相調が認めら
＼

れた｡これを図示すれば第3回の如くになりこの回田

訪程式は Y-3.155+0.755(X-3.753)並びに X--

3･753+1･288(Y-2･155)となる,こらで Yは中央

落転時間の対数変換伯､x は稀釈匠の対数変損位であ

る｡そしてこの何倍について F.放定を用いて国情係

数の-有意性を検定す州 ま妨5衣にか げゝた如くになり

積め七いちじるしい有意性が認められる上とになる｡

stntI
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DilutioninlogaritlTmS

* Y-Median'knlockdowntiein1garithrns,
Ⅹ-Dilutioninlog;trithms, I=

Fig･?･Therelationbetweentimeanddi-
lutionatthemedianknockdoIVEIPerCent･

すなわちここで3T_LlIした阿捕係矧 ミ0に対して有志壮/

が認められる｡したがって対数胡処した中火洋 上時ド11

及び稀釈旺両者のTfL一班内放であるとい う想定がほは間

道っていないことがIg】らかになる｡

っ ぎに一億 条(1･.下で加水分解させた10001'i'.'･液につい

て前記と国技に搭噌Tiを Prohitに時けりを対数に 均

して計罪を行つT'rl･'批m'6衣の如くであろ｡この場合

も時間と落軽率との田係は大作一つの在松で衣わされ ･
t

TableS･Statisticaltestforagreementofregressionlinetotherchtionbetweenlogarithms
timeand_logarithmsdilutioninFig.1.

Regression coefEcierit
芝eeg:esssqiuoan言oemcient .l 7toefSifdrttaeldodig代e

b.004 1 4

.F--140.94> 21.20--F41(0.05)
-

Table･6･Summaryofdatao'fexperimentsfortheyto示 ityofhydroly字edtetraethyl

pyrophosphatetoDrosophl'ZameZa710gaSIerinvariollSconditions. ＼

Hydrolysis●.conditioh

TemperatureLTime(hour)

Regressionequation*

Y-a+a(X-=)

Median
kTIOCkdown
time(Win.)

Standard

deviation

16○C 12 Y-4.876+3.700(X.-1.821).I 71.543土1.011 0.270土0.012
/ 24 . Yご5.035+3.798(X-2.229) ■監 32?3盈 3芸 .0.263土0.OOS

･25 12 ･Yご5.00l+3:634(XT-2.09L-') 124.306土1.034 0.275土0.010.24 yE4.568+3出8.-(X-2.558) 468.678土1.034 0.261土0.010

35 12 'y =4J730+3 378(X 二 台J423) ･322.262土1.047.o｣296土0.014~-24 YES.142+0899p(X -2.621)_ 48694.44土1.132 0.828土0.037~

* Y≡=Knockdownpercentinprobits,
X=Timein.logarithmg,

+,- ､＼､

- -

′
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分解のあまt)進んでいない_と思う範囲では,さきに全

く分解を行っていない場合と同時に回帰弧の椀きが大

体同じで.&り立たほぼ平行的な関係にある｡これは図

示す.るまでもなく?,'6表の標姫喝差の項を見れば明白

であるOさらにこれらの平行百線群は前述の全く分解

してt､ない時の回帰直税の控準偏差と大体同じであL)

されとも平行計痛 係の存在するこーとがわ最 ｡した'が

ってこの場合も殺虫力4)I比較は一点で行い得る首班に

先に述べた坤欠落転時間と稀釈度との関係を迫用しう

ると考えられる｡

'こ~の考えから先に求めた中央落転時間並びた稀釈度

の夫々の対数的の同情方程式に今求めた加水分解後の

中火搭揺吋ILSnを代入して稀釈度を算Luすれば次の如く

になるb

TEPPIOOO倍液は ユ5?Cでは 12,24並びに,48

時rL暇 にはそれぞれ的 226-2,P886畢びに 32627倍液

に相当した殺虫.Jlとなる｡25oC では12並び呼 4時間

後には約 4705,北びに 27316倍液に 35oCでは12甲
別技に 127621'.al液に相当七た殺虫-JJとなるJ25-Cで
は12並びに2胡誹り後には約 4705,並びに27316倍液に

359C では･12時間後に 12762倍液に相当した殺虫力

に托1.A+る｡RTにこれらより時閲が屈過すれば分矧 ま

弛み lGoC.では72時間隊に 25oC並びに 35oC では

火々48,24時間後には殆んど投申力がなくなった｡以

上はまったく柑Lut稀釈度の閑旅から得た固浦視その

もの 訳ゝ述を考ffS.していないが,それは S.E.-dy

Vf｢F として求やることができる･ニ_tの場合いずれ

もその他はきわめて小さいもe)であった｡

klに弛んで今求めた同｣温故下に串ける-定時Pur嘩
ゐ殺虫力から求めた稀釈腔と分解時THlとについて稀釈

蛇を対数にとt)図示すればIFnW 図の如くになる.これ

より一定泥皮下では分Ill雀の程度の対数と題過時間とは

直税的鯛旅が成立しさきに化学的意丑によt)士EPP

の加水分解を放討した S･刀,･HALLチndM R̂TI-N

JAcoliSONの の結果とよく二致する所でおる｡
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＼こ
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F ig･4･Decreaseof toxicityof1/1000
dilutedsolutionoftetraethylpyroph9SPh-
ateindistilled w ater b y hydrolysis15,25
and35oC.
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ⅤⅠ.摘 要

AS,ヨネブヨウ,(ェの野生型成虫を川いてThA収 TF.P

･p製剤の有効度を 731iss(MS'●の PTu7,it変換によ() ､J

算定し生物学的にEjEL3:する方法を明らかにし.恥 こ一

定条件の下で加水分解させた TEPP-割剤の有効度よ

■り分解桂皮を推定した｡二-

一触 HLた TEPP袈剤の中央落転時間の対数 (Ⅹ)

と稀釈度の対数 (Y) とは供託濃度の城田では Yゴ1
3･155十0.755(Ⅹ-3.753)一となる.回･TB方程式が求め

rられ, これを恥 ,て供試 TE-pp-の分酵粒灰を測定

すれば,_TEPP1090倍 液は15oCでは12,24並びに ･

/̀48時間後にはそれぞれ約 2.262,6886I-並びに 32627.倍
.掛 こ.25oCでは12,並びに24時間後には約 4705並び

に27316倍液に35oCでは12時間後には約12762倍液に

相当する殺虫力に肝 Ftf,吏に 15,25,北びに 35oCII
∴ では 72,48,〉汲びに24時間後には殆ど殺虫力がなくな

ったi

T'EPP の分包粥 ･問は分解程度の対数と直税的関係 ､

･が見られこの男係は S.'rt.H Ĵ.L･細 等 の行った化

学的定立と同様な結果が得られキム ､
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Rdsume

BiologicalassaywasdoneusingthcadultofI / _
the,wild typeof DTQSOL,h2'za melanogasLeT

Meigen,!oel,aluatetiletoxicityoftetraethyl

pyr9phospha!ebytheBlis;′sProbitmethod.

On the other hand, thetoxicity of hy-

drolyzedtetraethyl_pyrophosphatecalcLllated/I
ulider variousICOnditions, and estimatedits



ヽヽ

防 虫 科 学 か 17 班

concentrationbythisbiologicalassay.

･Therelati叩 hctlVeen medi.ln knock down

timeand(ljlutionisg一enhy theftlloIVing

eqrntion,
YE2.155+0.765(X-3.753),

lVhere Y isrr.cdianknockdolVn time in

logarithmsandX-isdilution inlogarithTTlS

(I)etlVeen1/1000andlβ2000dill】tion).

The.toxicityoftetraethylpyrophosphate℃■f

1/1000dilhtion(origihalsolution)de'clinesto.I

about1/2.262,1/6.886and1/32.627after12,24-
and48hoursrespectil,ely.at159C,declinesto

1-4･705and｡1/27･316,after12and24hotlrs,at
/

25oC･anddeclinesto1/12･762after12hours.at
35oC.Asthetinleadvanre占andthehydtolysis

progfesses,thetoxicityoftheoriginalsoluti-

onよlmostdiminishesafter72,48and24hours

respectivelyat15.25and35oC.

ThecurverepresentingI)eいVCen tlledegree

ofhydrolysisin logarithmic scale and the

timechpscd can bcinterprctcd asasingle

straightline.Comparing thisfactwlththe

chemicalanalysisonthehydrolysisdf tetr;ト

ethylpyrophosphateby-rI･Coates(1)andS･77･

HillandMartinJacabson,th̀rcisaconside-
rablecoinlcidencebetweenthetwo.

･掠 ､ 説

1JAPANESEPYRETERtTⅡ FLOWER AⅣDI℡sIySPECTIOy SYSTEnl

-,S･TIIRAI(The･I'nstituteoEInsectControl･.KyotoUn_iversity,Takatsuki)

19. 日本の除虫菊並にその検定馴鹿

(1) OutlineofJapane畠ePyrethrumilowcr.

Iwilltrytodescribeinthisnotetheton-

ditionofJapanesePyrethrum Bowerssince

1941.Until1940JJapanWastheprincipal

supplierofPyrethrumnolVerStOU･S･A･,
hutherExportationtothemarketabroad･

ceasedin1941owirlg tohstWorld War.

ProductioninJap_anhadremainedatahigh

levelsince1935until1912(thesecpndyear
pflastwar),withApproximatelyoverlO･000

tor)sannually,butsince1913theproduct-､一

io丘'droppedtoal血ost,halfofthe-above

quantityowinitobadfoodsituation,●insp1-

teofagreatassistanceand supportfrom

theArmyLauthorities.AftertheWar√drop-

plng Of prod.uction continueduntil1949,

and atlastitcamedowntoabout1,200

へtonsin1949.Thatistosay,theproduct-

ion ofJapチt､eSènO､VCr苧droppcd toabout-

Onetenthof●averagcyieldsince1935to1942･

llolVeVerOn accountOfa LLlVOrablettlrn

offoodsituation,theprodnctionhasbegun

toincreasesince1950,andabout250tons

oftheJapanesefhwerswereexportedfro_m

ItheportofKol)e-forthe丘rsttimeafterthe､ヽ
war.Lastyear(1951)aもムut1,缶OOtonsofthe

鮎 vヽerswc'repto血ced andabout.500tons

中 位 省 三

WCreexportedmainlytorArgentizT･e.Product-

ionoftllisyearisexpected to･beabout

2.300t3ns.

TheprlnCIPal･producingdistricts.areHok-

kaidoandwestem.Jatpan(Kansai)ir･cludi-

ngPrefecturesofliiroshi血A,Okayama,-Wa-

rkavarr)a,Kag即Va,左ndEhime.Averagepro-

ductioninllokkaidohasbeenもlmostequal

tothetotalproductionlotwester'nJapah'in

theseyears.As aveiageyieldofdrieddower三

per′acreinlyesterǹJap九rlisaboilt9OOlbS,
while~itis350lhsorlessin Hokkaido,
thetotal.,productionofthcLformer isin-

creasingremarkablyycllr;一fterye･lr.F-sT)CI

ciallythemaximum amollntperacreinHi-

roshimaistwiceasmuch astheaverage

yield車 westcrnJapan･ThellVCrtlgCPyreth'-
･rincontentofNew Crop FlolVCrSisabollt

l% by.Seilacid method,detailed-list●of

whicharegiveninthellastpagesofthis

note.

Asa_newirtndofJapanFsePyrethrum･for'
example,HokkaiNo.1andWattsamuNo･403

show higherconten.tofPyrethrinsli･e･-,

front1.511.7%.TliisLac上leads･ustobelie-

vein･agreatimprovementoftlleJapanese
Flowerinitsvalueinthenearfuture.

61


